
 

 

令和４年１２月１９日 

記者発表資料 

（県政記者クラブ・厚⽊記者クラブ同時発表） 

 

ー 令和４年度次世代事業創出デザイン⽀援事業 ー 

「デザインプロポーザル」５件を採択しました。 
   

地方独立行政法人神奈川県立産業技術総合研究所（以下、「産技総研」という。）では、ロボ

ット等が活躍する次世代社会の実現に向けて、新ビジネス・新サービス・製品開発を商品コン

セプトづくりから試作開発まで実施する一連の総合的な支援を、デザイン事業者と共に行う

「次世代事業創出デザイン支援事業」を実施しています。本事業では、産技総研の総合支援体

制として、開発企業とデザイン事業者をマッチングし開発を促進しています。 

この度、デザイン支援を希望する各テーマに対し、マッチングを実施したデザイン事業者よ

り、デザイン企画提案（デザインプロポーザル）の応募がありました。これらの提案に対し、外部有

識者による審査会を経て、次の５件を採択しましたので、お知らせいたします。 
 

【採択内容】 

テーマ名 開発企業 デザイン事業者 

横浜スカーフ捺染型文化を生かしたビジネス

モデルの開発 
株式会社ツジマキ 株式会社コンセント 

世界を変える！“活魚バッグ”の商品化 ミューアサイエンス ＴＭデザイン 

金型の概念にとらわれない樹脂成形による新

しいビジネスモデル構築及びブランディング 
有限会社ロッキー化成 株式会社コンセント 

「ロボット開発実践講座」の開発及びビジネ

スモデル構築 

株式会社アサイ・エンジニ

アリング 
株式会社コンセント 

空間認知の苦手を補う、フィジカルナビゲー

ションの開発 
ＬＯＯＶＩＣ株式会社 株式会社クロスデザイン 

 

 

 

 



 

 

 

【今後の予定】 

今年度中の商品化(または商品化に向けた試作品完成)に向け、支援を行います。支援の
成果については、改めて発表いたします。 
 

問合せ先  

地方独立行政法人神奈川県立産業技術総合研究所 

事業化支援部長                 櫻井  電話 046-236-1503 

支援企画課事業化促進・デザイングループリーダー 守谷   電話 同 上 


